
２
０
１
１
年
７
月
７
日

防
衛
大
臣　

北
澤　

俊
美　

殿

日
本
共
産
党
鹿
児
島
県
委
員
会

委
員
長　

野
元　

徳
英

　

政
府
は
、
鹿
児
島
県
西
之
表
市
・
馬
毛
島
を
、
米

軍
空
母
艦
載
機
陸
上
離
着
陸
訓
練
の
恒
久
的
な
訓
練

地
の
候
補
と
す
る
旨
を
日
米
共
同
文
書
に
盛
り
込
ん

だ
。
さ
ら
に
、
馬
毛
島
を
南
西
地
域
の
防
衛
態
勢
強

化
を
狙
い
、
国
内
初
の
本
格
的
な
着
上
陸
訓
練
な
ど

陸
海
空
各
自
衛
隊
に
よ
る
訓
練
施
設
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
燃
料
や
食
料
な
ど
を
備
蓄
し
、
有
事
の
際

の
中
継
地
点
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
と
の
報
道
も
あ
る
。

　

２
０
０
７
年
２
月
に
、
新
聞
紙
上
で
、
馬
毛
島
が

Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
の
候
補
地
と
し
て
報
道
さ
れ
て
以
来
、
種

子
島
屋
久
島
１
市
３
町
で
は
地
元
の
総
意
と
し
て
、

首
長
を
は
じ
め
議
会
も
全
会
一
致
で
移
転
反
対
を
決

議
し
、
こ
れ
ま
で
８
回
に
わ
た
っ
て
防
衛
省
に
対
し

て
移
転
反
対
の
要
請
活
動
を
行
い
、
明
確
な
反
対
の

意
志
表
示
を
し
て
き
た
。
６
月
１
日
に
は
、
防
衛
省

に
対
し
て
反
対
の
要
請
行
動
も
行
っ
て
い
た
。
鹿
児

島
県
議
会
に
お
い
て
も
、
２
０
０
９
年
７
月
に
、
騒

音
・
漁
業
・
観
光
な
ど
へ
の
影
響
か
ら
「
馬
毛
島
へ

の
米
軍
基
地
建
設
に
反
対
す
る
陳
情
」
を
全
会
一
致

で
採
択
を
し
、
今
回
も
「
地
元
の
意
向
に
反
し
た
馬

毛
島
へ
の
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
米
軍
基
地
建
設
に
反
対
す
る
意

見
書
」
を
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。
伊
藤
祐
一
郎
県

知
事
も
、「
地
元
の
意
向
に
反
し
て
お
り
、
遺
憾
」

と
し
、「
地
元
と
一
緒
に
な
っ
て
何
ら
か
の
抗
議
行

動
が
必
要
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

わ
が
党
は
、
地
元
の
意
向
を
全
く
無
視
し
て
、
日

米
共
同
文
書
に
、
馬
毛
島
へ
の
訓
練
移
転
を
盛
り
込

ん
だ
こ
と
に
強
く
抗
議
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

種
子
島
は
農
林
漁
業
が
中
心
の
地
域
で
あ
り
、
屋

久
島
は
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
国
内
は
も
と

よ
り
世
界
中
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
る
観
光
の
島
で
あ

る
。Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
が
移
転
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
農
林

漁
業
や
観
光
へ
の
影
響
は
甚
大
で
あ
り
、
住
民
も
騒

音
被
害
や
事
故
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。

　

今
、
国
内
で
は
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
多
く

の
国
民
が
被
災
者
の
支
援
や
復
興
に
心
を
寄
せ
、
力

を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
実
際
に
、

国
力
を
挙
げ
、
あ
ら
ゆ
る
力
を
結
集
し
て
い
か
な
け

れ
ば
、
全
被
災
者
の
復
興
は
果
た
せ
な
い
。
そ
う
い

う
最
中
に
、
人
命
を
傷
つ
け
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
破

壊
す
る
戦
争
の
た
め
の
米
軍
訓
練
の
た
め
に
新
た
な

支
出
を
す
る
な
ど
、
到
底
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
も
そ
も
、
洋
上
基
地
（
司
令
部
）
と
し
て
の

機
能
を
持
ち
、
海
の
上
の
ど
こ
か
ら
で
も
航
空
機
を

発
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
空
母
は
、
日
本
の
防
衛

と
は
無
縁
の
も
の
で
あ
る
。
今
の
日
本
に
必
要
な
も

の
は
、
ゆ
き
す
ぎ
た
軍
事
費
を
削
り
、
米
軍
へ
の
思

い
や
り
予
算
を
な
く
す
な
ど
、
平
和
を
守
り
、
国
民

の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
政
治
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
貴
職
が
、
下
記
の
項
目
に
つ
い
て
対
処

さ
れ
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。

記

一
、
馬
毛
島
へ
の
空
母
艦
載
機
陸
上
離
着
陸

　

訓
練
移
転
計
画
を
中
止
し
、
日
米
共
同
文

　

書
か
ら
削
除
す
る
こ
と

一
、
馬
毛
島
に
お
い
て
自
衛
隊
基
地
建
設
は

　

行
わ
な
い
こ
と

  

以
上

　

要
請
の
中
で
、
防
衛
省
担
当

者
は
、昨
年
、硫
黄
島（
東
京
都
）

で
行
わ
れ
た
離
着
陸
回
数
が
約

２
８
０
０
回
に
達
し
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。し
か
し
、

こ
の
間
題
は
２
日
に
西
之
表
市

で
行
っ
た
小
川
勝
也
防
衛
副
大

臣
に
よ
る
説
明
会
で
は
一
切
明

ら
か
に
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
赤
嶺
議
員
が
米
空

軍
嘉
手
納
基
地
（
沖
縄
県
）
所

属
機
の
訓
練
移
転
に
つ
い
て
、

北
沢
俊
美
防
衛
相
が
国
会
答
弁

で
、
馬
毛
島
へ
の
移
転
を
示
唆

し
た
こ
と
に
つ
い
て
た
だ
す

と
、
担
当
者
は
回
答
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
隣
接
す
る
種
子
島
の

市
街
地
が
、
騒
音
基
準
で
あ
る

７
０
デ
ジ
ベ
ル
圏
か
ら
ぎ
り
ぎ

り
外
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

飛
行
経
路
に
つ
い
て
も
、
米
側

で
は
な
く
防
衛
省
が
作
成
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
も
判
明
。
実

際
の
運
用
で
、
飛
行

経
路
が
拡
大
し
な
い

保
証
は
全
く
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　

松
崎
県
議
は
、「
鹿

児
島
県
で
も
全
会
一

致
で
反
対
決
議
が
あ

が
り
、
一
市
三
町
で

も
反
対
の
意
思
は

は
っ
き
り
し
て
い
る
」

と
述
べ
、
馬
毛
島
の

基
地
化
計
画
に
あ
ら

た
め
て
反
対
の
意
思

を
示
し
ま
し
た
。

(

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
よ
り)

馬
毛
島
へ
の
自
衛
隊
基
地
建
設
、
並
び
に
米
軍
訓
練
移
転
の
中
止
を
求
め
る
申
し
入
れ

　

日
本
共
産
党
の
松
崎
真
琴
鹿
児
島
県
議
、
野
口

寛
西
之
表
市
議
ら
は
７
月
７
日
、
鹿
児
島
県
西
之

表
市
・
馬
毛
島
を
米
空
母
離
着
陸
訓
練
（
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
）

場
お
よ
び
自
衛
隊
基
地
と
す
る
こ
と
が
日
米
安
保

協
議
委
員
会
（
２
プ
ラ
ス
２
）
共
同
文
書
（
６
月

２
１
日
）
に
盛
り
込
ま
れ
た
問
題
で
、
防
衛
省
に

対
し
共
同
文
書
か
ら
の
削
除
を
要
請
し
ま
し
た
。

赤
嶺
政
賢
衆
院
議
員
、
仁
比
聡
平
前
参
院
議
員
、

田
村
貴
昭
九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
所
長
が
同

席
し
ま
し
た
。
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

日本共産党

松崎鹿児島県議らが防衛省に要請　赤嶺衆院議員が同行

馬毛島の基地化やめよ
左
か
ら
野
口
西
之
表
市
議
�
松
崎
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田
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沖
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ロ
�
ク
事
務
所
長
�
赤
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衆
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�
７
月
７
日
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